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２０２３年１２月ＮＨＫ北海道地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ北海道地方放送番組審議会は、２０日(水)、札幌グランドホテルに

おいて、９人の委員が出席して開かれた。 

会議は、委員長の司会により開会。議事に先立ち、札幌局長から５月１５日（月）

に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ意見について報告とあいさつがあ

り、議事に入った。 

議事はまず、北海道道「よくばりに生きる～続・病に向きあう網走の医師～」をは

じめとして、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、１月の番組編成の説明と放送番組モニター報告、視聴者意向報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

 委 員 長  金山 準  （北海道大学大学院ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究院 教授） 

副委員長  笹森 琴絵 （酪農学園大学 農食環境学群特任准教授） 

委  員  伊藤 翔太 （株式会社トリプルワン 代表取締役） 

      乾  ルカ （小説家） 

      鹿又百合子 （ｉｄ．ＤＥＳＩＧＮ－ＯＦＦＩＣＥ 代表） 

      鍋谷 雪子 （株式会社Ｎａｂｅｙａ 専務取締役） 

      樋口 貴広 （株式会社環境テクノス 代表取締役） 

      蛭川 隆介 （北海道新聞社 論説主幹） 

      前田 茂雄 （前田農産食品株式会社 代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜北海道道「よくばりに生きる～続・病に向きあう網走の医師～」 

(総合 １１月１７日(金)後 7:30～7:56)について＞ 

 

○  自身が入院を続けなければならない状況下でも、早く勤務先の病院に戻って患者と

会わなくては、という網走厚生病院の医師の鈴木夕子さんの気持ちを伝えていたが、

切実な思いが伝わると同時に、地域医療の厳しい現状を感じた。鈴木さんがギターを

弾いている場面でノースリーブの衣服を着用しており、袖ぐりから中に着ているもの

が見えていたが、下着ではないかと心配になり、編集で見えないように工夫できな

かったのかと思った。当初は、結婚を機に網走へ移住して医師として働く姿に迫ろう
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と取材が始まったが、途中で鈴木さんからがんであることを聞き、番組の主題が変化

していったということを、鈴木さんが自身のＳＮＳで書いていたが、方向転換の経緯

や番組制作の背景を知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  鈴木さんの友人から札幌局のディレクターに「網走に移住し

て地域医療を支えているすごい医師がいる」という情報があり、

それをきっかけに取材を開始した。取材を進める中で鈴木さん

がステージ４のがんを患っていることが分かり、また、ディレ

クターが鈴木さんの人間性やことばの持つ力に心を打たれて、

当初の企画趣旨とは違う方向で番組制作を進めることとした。

３月の放送では、鈴木さんの現状と、どのように地域の人と支

え合い、勇気を与え合っているかという部分に焦点を当てた。

放送後、鈴木さんから「私のことをこれからも撮り続けてほし

い」という話があり、取材を継続することとした。そして、今

夏に鈴木さんの病状が変わり、大きな手術に臨むこと、その後

また現場に戻ろうとしていることが分かり、今回の続編の制作

を決めた。地域医療の現状という点では、鈴木さんがいなけれ

ば医療が崩壊するというわけではなく、これまで支えてきた地

域医療にコミットし続けることが自身の力になるのだという鈴

木さんの強い思いで、戻る場所を残してもらうよう病院にお願

いしているということだった。ノースリーブの衣服を着用して

いた場面については、指摘のあった点に気付いておらず、必要

に応じて映像を加工するなどの対処ができたと思う。今後気を

付けていきたい。 

 

○  医師自身が壮絶な闘病生活を送りながら診察も続けているという異色のドキュ

メンタリーで、前向きに生きる鈴木さんの明るさ、強さに圧倒された。ただ、自分自

身がもし同じ状況に置かれたらと想像すると、とても同じようにはできないだろうと

も思った。番組を見て勇気づけられた人がほとんどだと思うが、中には自身との差を

感じて打ちひしがれてしまう人もいるのではないか。鈴木さんは番組の中で笑顔を絶

やさずに語っていたが、絶望的な気分になる場面や打ちひしがれる姿を見せているの

であれば、そのような姿も取り上げることで視聴者が共感できたのではないかと思う。

オホーツクに住む人たちが皆同じような治療が受けられるわけではないであろうこ

とや、ＪＲやバスの減便によって都市にある病院へのアクセスが難しくなるなど、地

域医療が置かれている現状にも想像が及んだ。 
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（ＮＨＫ側） 

  取材中、鈴木さんが涙を流すシーンもあった。それは非常に

珍しいことで、その場面の映像を使うことも考えたが、今回は

番組を見て感動してほしいということよりも、鈴木さんから力

をもらってほしいということをねらいにしていたので、その

シーンはあえて使わず、ＳＮＳにつづられたことばの紹介のみ

にとどめた。 

 

○  重い病気を抱える人への継続取材というのは、取材の着地点をどこに据えるのかと

いうことを含めて、非常にデリケートで難しいと思う。ゆえに、今回の放送が続編で

あることに危惧の念を抱いたが、冒頭で鈴木さん自身が継続取材を望んだと言及して

いたことで安心した。鈴木さんが繕わずに思いを語り、ありのままの表情を見せてい

た点が非常によかった。鈴木さんが診ている患者の多くが、自分のこと以上に彼女を

心配する様子から、鈴木さんがどれほど地域医療になくてはならない存在かというの

を思い知らされた。なお、これは鈴木さんの人柄がすばらしいのであって、今回の「北

海道道」がすばらしかったと結論づけるのはいささか乱暴だと思うが、真摯かつ誠意

を持った取材により、鈴木さん本人が取材継続を望むほど、番組ディレクターが信用

を得たのだろうと推察できた。その取材姿勢と、鈴木さんを取り上げようと決めた点

は評価したい。 

 

○  病気と闘いながらやりたいことはやる、という鈴木さんの姿が印象的で、多くの人

が鈴木さんの生き方に背中を押されたと思う。また、この番組に鈴木さん自身が取り

上げられることによって、後任の医師を探しているのではないかとも感じた。今回の

ターゲットとなる視聴者層は、働き盛りの世代や引退した世代、病気やけがを抱えて

いる人たちなど、幅広いのではないかと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  鈴木さんは後任を育てる取り組みもされており、院内で自身

の知識を継承する研修をしたり、講演を行っている。鈴木さん

の姿から普遍的なメッセージを伝えることができるのではない

かと考え、番組ターゲットは多くの方に見ていただけるように

と設定した。 

 

○  鈴木さんの生き方に迫る番組は今回が２回目ということで、初めは続編を制作する

必要があるのか疑問に思ったが、自身の体験を知ってもらうことで何かにつながれば
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という鈴木さん本人の意思があったのかと想像した。発信してほしいという鈴木さん

の勇気や、さまざまな人に現状を伝えたいという気持ちを感じると同時に、地域医療

の大変さを併せて知ってもらうことで次の担い手につなげたい思いがあるのではな

いかと思った。非常に難しいテーマであり、取材も大変だったと思うが、すばらしい

内容だった。 

 

○  「何も諦めない、よくばりに生きる」という鈴木さんの生き方が番組タイトルに象

徴されていたと思う。鈴木さん自身の不安や思いを赤裸々に語っていたのは、ディレ

クターとの相当な信頼関係があったからこそだと感じた。ディレクターが地域の中に

入り込み、鈴木さんのみならず地域の人たちからも直接話を聞き、その中で鈴木さん

の生きざまを伝えるというドキュメンタリーになっていた。 

 

○  初めは鈴木さんの強さを感じる場面が多く、医師だから病気に対して冷静でいられ

るのではないかと思ったが、その後、弱さを映す場面を見て、同じ人間であることを

感じると同時に、鈴木さんの思いや人生観を受け止めることができた。地域医療への

貢献が本人のモチベーションになるとともに、その志が地域医療を支えているのはす

ばらしいが、医師本人が地域で十分な治療を受けられないのは問題であり、医療体制

や人員配置に対して疑問を感じた。制作にあたってそのような問題提起の意図はあっ

たのか。続編を放送するにあたり、改めて１回目の再放送をしたのか気になった。Ｎ

ＨＫプラスで配信される番組とされない番組があるが、その判断の基準を知りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回は１作目の再放送はしていない。再放送の実施について

は番組のテーマ、内容などを考慮してその都度判断している。

ＮＨＫプラスでの配信は、出演者ならびに権利者にネット配信

の許諾を得られるかが必須要件となる。 

 

○  楽しみや生きがい、自分の人生を諦めない気持ちが彼女を支えているということは、

番組を見て誰もが感じたと思う。がん患者のみならず、厳しい現実と向き合う人が皆

励まされ、目標にできる生き方でもあると思った。継続取材をしてほしいと鈴木さん

に思わせるほど信頼を得たディレクターにも敬服する。一方で、視聴者の中には、個

人的な理由で傷ついた人もいるのではないかと感じた。今回のように誰もが当事者に

なり得るテーマは、見る人の立場や状況によって受け止め方の温度差が大きいと思う。

番組を制作するにあたっては、番組を通して誰かを傷つけたり、惨めな気持ちにさせ

たりしていないかという視点を持ち続けてほしい。鈴木さんへの取材はどこまで継続

する予定なのかを知りたい。 
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（ＮＨＫ側） 

  今後は、担当ディレクターが転勤しても取材を続けるという

方針で考えている。取材する以上はいずれ放送することを前提

に、鈴木さんと情報共有をしながらこれからも長く関係を続け

ていきたいと考えている。 

 

○  鈴木さんが非常に魅力的で、研修医時代のエピソードを楽しそうに話す姿や、手術

を終えて職場に戻った際にスタッフに歓声で迎えられるシーンなど印象的な場面が

多かった。一方で、人によっては鈴木さんの強さを感じると同時に、「自分とは全然

違う」という受け取り方をしてしまうのではないかと思った。弱い部分が見える場面

もあったが、場面が変わると明るくなっていて、弱音を吐く鈴木さんと明るい鈴木

さんがうまくつながらない部分があったように感じた。彼女もただただ明るいわけで

はなく、さまざまな思いを飲み込んだうえで、前向きでいるのではないかと想像する。

不安や苦しみとどう向き合っているのかというところがもう少し出ていると、ドキュ

メンタリーとして厚みが増したと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  鈴木さんが強く見えるあまり、視聴者が「自分とは違う」と

受け取ってしまうのではないかというおそれは、私も制作中に

感じていた。弱さが表れるシーンをどのくらい番組に入れるか

というのは議論を尽くして、最後の最後まで悩んだ。もう一言

でも加えることによって、「私とは違う」と思う人たちに共感し

てもらい、より多くの人に鈴木さんの気持ちやメッセージが伝

わったかもしれない。答えはないが、これからも番組に向き合

ううえで考え続けていきたい。 

 

○  鈴木さんの笑顔と、決して諦めない強じんで前向きな気持ちが周囲に広がり、たく

さんの人を勇気づけている様子が印象的だった。番組ＭＣの２人がスタジオの隅に

座って話していたり、テレビが黒い布の上に置かれていたが、少し寂しい雰囲気が感

じられ、いつもと同じスタジオセットで収録してもよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回は情報の説明というよりも、鈴木さんの話を普遍的な

メッセージとして受け取ってほしいという思いがあった。その

ため、番組ＭＣのことばに集中できるような演出にしようと、
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通常のスタジオセットではなくシンプルなセットにしたが、デ

ザインや色の設計でもう少し工夫ができたかもしれない。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月８日(金)の北海道道「天才と呼ばれた男 小野伸二」(総合 後 7:30～7:57 北

海道ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。幼少期や中学校時代のエピソードが取り上げられるかと期待して

いたが、高校時代の合宿所でのエピソードを取り上げており、いい意味で予想を裏切

られた。浦和レッズでのユニホーム姿も懐かしく、当時の試合を思い出しながら番組

を見ることができた。試合の中継や「ほっとニュース北海道」で引退のコメントは聞

いていたが、そのほかの話もたくさん聞くことができてうれしかった。番組ＭＣの２

人にはもう少し突っ込んだ専門的な質問もしてほしかった。 

 

○  １２月８日(金)の北海道道「天才と呼ばれた男 小野伸二」を見た。序盤の高校時

代を振り返るパートは、当時を知る人へのインタビューや、当時の映像にナレー

ションを付けていたが、表面的で内容が薄い印象を受けた。しかし、播戸竜二さんや

元コンサドーレ札幌社長の野々村芳和さん、現役の小柏剛選手へのインタビューでは、

それぞれのコメントが小野伸二という選手の人間性や謙虚さ、優しさをよく伝えてお

り、小野さんがファンも含めた多くの人たちから愛され、尊敬されていることがよく

分かった。本人とスタジオで一緒にＶＴＲを見るという演出からは、番組ＭＣとのや

り取りも通して、小野さんの表情や本音を聞くことができた。番組ＭＣの鈴井貴之

さんの話の引き出し方や、多田萌加さんのサッカー愛、コンサドーレ愛が伝わってき

たのも好感が持てた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  小野さんの引退が発表されてから出演交渉を始めたが、本人

から引退するまではその先の予定を決めたくないという話があ

り、当初は番組を制作できるかどうか見えない状態だった。引

退後にできるだけ速やかに、小野さん本人の話を聞きたいと交

渉を続けた。番組ＭＣの２人もコンサドーレが大好きで、小野

さんもそれをよく分かったうえで出演を快諾してくれたのだと

思う。スタジオ収録では、小野さんにさまざまな話を聞くこと

ができたが、番組で届けることができたのは一部だった。まだ

紹介したい話があるので、拡大版の放送を予定している。 
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（ＮＨＫ側） 

  小野さんの現役最後のシーンを道民の皆さんと共有したい

という思いで、試合中継をはじめ、「ほっとニュース北海道」や

「おはよう北海道」などＮＨＫ北海道の番組でさまざまな形で

届けようとした。引退セレモニーの中継は、小野さんの引退が

決まってから、スポーツ担当のプロデューサーがチーム側と調

整し、北海道地方向けの放送が実現した。試合とセレモニーは

通常の約３倍の視聴率を記録し、北海道の多くの人に見てもら

うことができた。一方で、「北海道道」の視聴率はふだんを少し

下回ったが、改善できる点などを見直したうえで、４５分間の

拡大版として改めて放送するのでぜひ多くの視聴者に見てほし

い。 

 

○  １２月１５日(金)の北海道スペシャル「はるかなるひと～未踏峰への挑戦 野村良

太のヒマラヤ日記～」(総合 後 7:57～8:42 北海道ﾌﾞﾛｯｸ)と、１８日(月)の「ヒマラ

ヤ未踏峰への挑戦 野村良太のヒマラヤ日記」(総合 後 10:45～11:28)を見た。同じ

く野村さんを取り上げた、2022 年１２月放送の「白銀の大縦走 北海道分水嶺ルート

670 キロ」と同様にすばらしい景色だった。今回はネパールで村から山のふもとまで

しばらく歩くので旅番組的な趣もあり、そういう面でも見応えがあった。挑戦の中で、

近くに迫る危険のようなものがむき出しで、ありありと描かれているのが印象的だっ

た。誰もができないような挑戦だからこそ、番組にする価値があるとも言えるが、安

易に推奨できる行いでもないと思う。今回は危険を背負った活動であるということを

野村さん自身も日記に記していて、それを番組で取り上げているので、視聴者にも考

えさせるつくりになっていた。誰にでも勧められるわけではない活動をメディアが肯

定的に描いて発信することの難しさを改めて考えさせられた。担当ディレクターによ

る撮影の裏話がウェブサイトに載っていて、髪が洗えなくて苦労した話や、交通手段

であるロバのふんが乾いて粉状になって飛んでくるエピソードなど、テレビでは伝わ

らない話を知ることができておもしろかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  果敢な挑戦を描くにあたって、淡々とした描写を意識した。

初めの標高が低いところにいたときは野村さんも元気で、山頂

へ近づくにつれて顔色が変わり、やがてしょうすいした表情に

なっていく、そうした表情の変化を見てもらい、簡単に挑むこ

とのできる場所ではないのだということを結果的に感じてほし

いと考えた。こうした冒険を描くときは、放送をすることがで
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きない結果や事態が起こることもありうるが、今回は彼らが最

終的に登頂を諦めたこと、無謀なところに踏み込まずにとど

まったことで、未踏峰に挑む難しさを示してくれたと思う。 

 

○  １２月６日(水)の視点・論点「異常気象下 求められる農業革命」を見た。番組タ

イトルに「農業革命」とあったのでぜひ見てみたいと思ったが、それとは裏腹に全く

つまらない内容だった。気候変動があるから必然的に農業も変わらざるを得ないとい

う概論だけで終わってしまい、具体例に一つも触れていないところが残念だった。今

年の猛暑はビートなどの農畜産物に影響を与えていたが、異常気象の対策を具体的に

どのようにしていくのがよいのかを掘り下げて伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  気候変動と一次産業とのありようというのは、ＮＨＫ北海道

のニュースとしても重要なテーマの一つだと考えている。ビー

トについては、需要減に対応すべく牛の餌としての活用はあり

得るのかという企画を放送したように、今後も重要な課題とし

て取材を継続していく。 

 

○  １２月１０日(日)の小さな旅「荒波を越えて ふたたび～北海道 厚岸町～」を見

た。厚岸特有の地形や海流、外洋とのつながりが美しい映像とともに紹介されており、

北の海の豊かさを伝えると同時に神秘さや怖さも表しているようで印象的だった。い

いことも悪いことも含めて、海から授かるものを謙虚に受け取ってきた厚岸の人々の

姿を淡々と捉えることで、海の恵みの多さ、打撃の大きさが強く心に残った。赤潮で

ウニが死滅したように、人間もまた完全な自然をなくしては生きていけないといった、

壮大なテーマを厚岸という小さな世界に凝縮して訴えかけてくる、非常に重要な番組

だったと思う。今回の番組は、2021 年１２月放送の北海道スペシャル「突然、海の色

が変わった」で取材した人たちに再度迫る内容になっていた。このようにドキュメン

タリーに出演した人のその後を伝えることで、彼らはその後も生き続けているリアル

な存在なのだということを感じることができた。一つの番組が終わった後も寄り添っ

て、時間をかけて詳細をすくい上げ続けていくべき対象やテーマがあると思うので、

今後も愛情と手間をかけた丁寧な番組作りに期待する。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は潜水取材に力を入れて制作した。赤潮被害を受け

た後にポイントを置いて、海がどれだけ再生したかということ

をできるだけ海の中の映像を交えて伝えたいというのが主眼
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だった。結果として、意見をいただいたように自然と人間の関

わりの過酷さや恵みの豊かさが描けていたとすれば幸いである。

潜水の映像についても、厚岸漁協の皆さんから「厚岸の水中映

像がここまで丁寧に撮影されたことはない」ということばもあ

り、手応えを感じた。 

 

○  １２月１４日(木)のねこのめ美じゅつかん「２５歩め マティちゃんは常識破りで

真っ赤っか」を見た。イラストで描かれた２匹の猫がアンリ・マティスの作品を見て、

「よーく見るとヘンテコな絵だなあ。部屋の壁、真っ赤だし」といった、たあいない

掛け合いをしながら番組が始まり、楽しみながら作品の鑑賞ができる作りになってい

ると感じた。子どもたちが美術に興味を持つきっかけになる番組であり、今後も期待

している。 

 

○  １２月１７日(日)のどうする家康「（４８）神の君へ」(総合 後 8:00～8:57)を見た。

１年を通して、弱い家康が優秀な家臣に支えられて成長していく物語として楽しむこ

とができた。家康の正室の築山殿が大がかりな和平工作を仕掛けていたという、史実

にはない大胆な設定には驚いた。歴史を描く大河ドラマにおいて、史実にどこまで忠

実になるのか、どこまでフィクションが許されるのかというのは難しい問題だと思う。

合戦シーンを実際のロケではなく、バーチャルな映像で見せるというのも今回の特徴

の一つだったと思うが、どうしても本物の迫力にはかなわないと感じた。本物と寸分

たがわぬようなＣＧの映像表現が可能になるのか、そうした技術の現状や見通しにも

興味を持った。北海道民としては、北海道を舞台にした大河ドラマを見たいと思う。

記録として残された歴史が浅いことやアイヌ民族と和人の関係をどう描くかなど、簡

単なことではないと思うが、だからこそ挑戦に期待したい。 

 

○  １２月１８日(月)の「ヒマラヤ未踏峰への挑戦 野村良太のヒマラヤ日記」(総合 

後 10:45～11:28)を見た。野村さんが登山中に頭痛に襲われたが、ここでやめると仲

間に言いにくいと葛藤する中、登山ルートの状況が悪くなり、全体の総意で撤退が決

まった場面からは、このときのことを「自分の一言ではなく、ルート状況という全体

の総意で撤退が決まったことに安どしてしまった」や「自分は何て弱くてひきょうな

人間なんだと思い知らされた」とつづった野村さんの日記に感動するとともに、登山

と人生には通ずるものがあると感じた。インターネットで何でも調べることができる

今の世の中で、未知の分野を知るということや、困難に直面する経験が人生にとって

大きな影響を与えるのだと考えさせられた。 

 

○  １２月１８日(月)の「ヒマラヤ未踏峰への挑戦 野村良太のヒマラヤ日記」を見た。
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登頂は成功したのか、それとも登頂できなかったのかといったような結論を引っ張る

演出が一切なかったのがよかったと思う。登頂できるのかという興味より、この人た

ちは大げんかを始めるのではないか、いつ仲間割れしてもおかしくないといった緊張

感があり、番組に引き込まれた。桐谷健太さんのナレーションは仰々しくなく、落ち

着いた低い声で番組の内容に非常に合っていた。出色なのは登山中に野村さんに頭痛

の限界が来たという場面である。体調不良でこれ以上先に進まないほうがいいかもし

れないと葛藤する中、装備を整える必要があってベースキャンプに戻ることになり、

野村さんの体調が理由ではなく、ルート状況という全体の総意で撤退が決まったこと

に安どしてしまったという、この一連の野村さんの日記の文章がすばらしかった。今

後の野村さんのチャレンジも見てみたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  2022 年１２月放送の「白銀の大縦走 北海道分水嶺ルート

670 キロ」では、北海道の縦の分水嶺 670 キロを踏破するとい

う内容で、野村さんは当初は撮影しながら冒険することに慣れ

ていなかったが、撮影技術が上達していき、すばらしい映像を

撮影できるようになった。そこで、今回の未踏峰登山の挑戦も

ぜひ取材したいとお願いをして番組につながった。野村さんが

自身のことを非常に率直に丁寧に記録した日記も大変すばらし

かったので紹介させてもらうこととした。私たちの取材チーム

が撮影できる地点には限界があり、その先はすべてパーティー

の皆さんに撮影してもらったが、その中で 360 度カメラが力を

発揮した。出演者の協力や技術的な部分など、さまざまな要素

が組み合わさって完成した番組だと思う。 

 

○  １２月１９日(火)のクローズアップ現代選「パソコン界の先駆者 そのベンチャー

精神に迫る」(総合 前 2:22～2:47)を見た。スティーブ・ジョブズを取り上げており、

アメリカの景気が悪かったときでも彼が時代の変化を見据えていたことが分かった。

一方で、２０日(水)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」のリポート「おはＢｉｚ」

で、水素による燃料電池の最前線について紹介していたが、せっかくの国内技術を生

かし切れず、経済発展に繋げることができない日本経済の中途半端さを感じた。番組

を通して、産業界の人たちにも同じてつを踏まないような発信ができたら、また違っ

たブレークスルーが起こるのではないかと思う。過去の番組を今になぞらえて見るの

は非常におもしろく、「クローズアップ現代」のアンコール放送は意義深いと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  「クローズアップ現代」が今年３０年を迎えるタイミングで、

傑作選としてアンコール放送を行った。2025 年には放送 100年

という節目も迎える。今後も過去の番組をアンコール放送する

機会を作っていきたい。 

 

○  １２月１９日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「壁が、壁でなくなるように

～研究者 落合陽一～」(総合 後 7:57～8:41.30)を見た。落合さんはＣｈａｔＧＰＴ

やＡＩの活用など、研究者として非常に優れているという認識を持っているが、番組

ではふだんあまり見ることができない一面も見ることができた。「プロフェッショナ

ル 仕事の流儀」は、既に有名な人にも、そうではない人にも迫っているが、こうし

た著名人のふだんとは違う顔や実際の考えを取り上げる、すばらしい番組と思う。 

 

○  １２月７日(木)まで放送していた「【夜ドラ】ミワさんなりすます」を見た。第１

話から最終話まで、ドラマチックな展開にときめきながら楽しく見ることができた。

有名映画のオマージュともいえる演出が満載で、細部まで目が離せなかった。主題歌

もメロウな曲調がドラマにふさわしかったと思う。 

 

○  １２月１７日(日)の「どーも、ＮＨＫ」を見た。ＮＨＫの稲葉延雄会長と東京大学

の藤井輝夫総長の対談はテーマが多岐にわたり、興味深かった。マイクロプラスチッ

クの問題についても言及しており、今後の番組で詳しく取り上げることを期待してい

る。ＮＨＫと東京大学という社会全体に開かれた重要な役割を担う機関が包括連携協

定を結んだのは大変有意義なことだと思うので、今後に注目したい。 

 

ＮＨＫ札幌放送局 

番組審議会事務局 


